
1. 利用者初期設定              
（電子証明書利用あり） 

この章では、ゆうちょＢｉｚダイレクトの利用開始までの流れについて、説
明します。 

1.1 利用開始に必要なものを準備する

1.2 電子証明書を使用する準備をする 

1.3 利用者用の電子証明書を取得する

1.4 利用者の開通確認をする
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1.1 利用開始に必要なものを準備する

利用開始にあたって、次表に示すものを準備してください。

名称 説明 
パソコン システムにログオンするパソコン 

（SSL プロトコルに対応したインターネットに接続できるもの） 
カード型ハードトークン 管理者から配付されたカード型ハードトークン 
ID 管理者から通知された次の ID 

 契約法人 ID 
 利用者 ID 

暗証番号 管理者から通知された利用者暗証番号

携帯電話、スマートフォン、タブレット端末等ではご利用いただけません。

※最新のご利用環境（ＯＳ、ブラウザの組み合わせ）はゆうちょ銀行Web サイトをご確認くだ
さい。 

<ご注意点>
インターネット接続環境および電子メールを受信できるメールアドレスが必要です。 
ゆうちょ銀行Web サイトに記載以外の OS とブラウザでの動作は保証していません。 
すべての OS、ブラウザは日本語版のみ対応しています。 
ゆうちょＢｉｚダイレクトを使用する場合は、信頼済みサイトの登録が必要です。 

電子証明書の概要 
電子証明書とは、正しい利用者であることを確認するために、電子的に作成された証明
書です。 
電子証明書をパソコンに保存して、ログオン時に電子証明書および契約法人暗証番号
をもとにユーザー認証をすることで、セキュリティを強化できます。 
ただし、Microsoft Edge、Google Chrome 以外のブラウザをご使用の場合は、電
子証明書を使用できません。 
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1.2 電子証明書を使用する準備をする 

電子証明書を使用するために、次の準備をします。 

 Windows のサインインユーザー名の確認 

 Windows のサインインユーザーの権限の確認 

 参考 RA カスタムプラグインの実行準備

1.2.1 Windows のサインインユーザー名の確認 

電子証明書を使用する場合、電子証明書を取得したときと同じユーザー名でWindows にサイ
ンインする必要があります。このため、電子証明書の取得後にWindows のサインインユーザー名
を変更していないか確認してください。
サインインユーザー名を変更している場合は、電子証明書の再発行が必要です。管理者に電子
証明書の再発行を依頼してください。

1.2.2 Windows のサインインユーザーの権限の確認 

Windows のサインインユーザーに、次に示すユーザー権限のどれかが付与されていることを確認
してください。 

 Users 

 PowerUser 

 Administrator 
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1.3 利用者用の電子証明書を取得する

管理者から利用者用の電子証明書（利用者電子証明書）が発行されたあと、利用者は電子
証明書を取得します。電子証明書を取得する手順について、説明します。 

電子証明書の取得では、次の作業をします。 

 信頼済みサイトへの登録 

※管理者と利用者が同じパソコンで利用する場合、信頼済みサイトへの登録は必要ありません。

 電子証明書の取得 

1. デスクトップの左下の [スタート]アイコン
（Windows ロゴ）を押します。 

2. [Windows システムツール]ー[コント
ロールパネル]を押します。 

3. [コントロールパネル]画面で[インターネ
ットオプション]を押します。 
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4. [インターネットのプロパティ]画面で[セ
キュリティ]タブから[信頼済みサイト]を
選択して、 ボタンを押しま
す。 

5. [信頼済みサイト]画面の[このWeb サ
イトをゾーンに追加する]に、次の URL
を入力して ボタンを押しま
す。 

https://www4.suitebank2.finemax.net

入力した URL が[Web サイト]に反映
されたら、 ボタンを押しま
す。 

メモ 

ご利用のセキュリティソフトによっては、セキュリティ
ソフトの信頼済サイトにも登録が必要な場合がご
ざいます。設定方法については、ご利用のセキュリ
ティソフトの操作方法をご確認ください。 

サイト

閉じる

追加
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6. [インターネットのプロパティ]画面で
ボタンを押して、画面を閉

じます。 

7. ゆうちょ銀行のWeb サイトで、 
「ホーム ＞ 法人のお客さま」のページを
表示し、 

ボタンを押します。

8. 本システムの[利用者電子証明書取得]
画面で、管理者から通知された契約法
人 ID、利用者 ID および利用者暗証番
号を入力したあと、 ボタン
を押します。 

OK

電子証明書の取得
（利用者）

取得
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9. 取得ボタンを押したあと、[電子証明書取
得中間]画面が表示されます。 

10.[電子証明書取得実行]画面の「専用ア
プリケーションをお持ちでない方はこちらか
らダウンロードしてください」を押したあと、
「RaCpiClientTool.exe」を保存しま
す。 

メモ 

• 電子証明書を取得・更新するパソコンが、専
用アプリケーションをダウンロード済の場合は、
専用アプリケーションを起動してください。 

• ダウンロード済の専用アプリケーションを使用し
て電子証明書を取得・更新する場合は、[電
子証明書取得実行]画面を表示させた状態
で専用アプリケーションを起動してください。 

11.保存された「RaCpiClientTool.exe」を
ダブルクリックします。 

12.[ユーザアカウント制御]画面が表示され
た場合は、[はい]を押します。 
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[権限が「Administrator」の場合]

13.専用アプリケーション「RA カスタムプラグイ
ン」が起動します。 

メモ 

Windows のユーザー権限や操作方法によりログ
の表示が変わりますが、Web サイトで取得処理
を行った権限の電子証明書が取得されます。 

14.専用アプリケーションを起動した状態で、
[電子証明書取得実行]画面で、

ボタンを押します。 

15.電子証明書の取得中は、[電子証明書
取得中]画面が表示されます。

16.電子証明書の取得中は、専用アプリケー
ションの画面表示は左図のように「電子
証明書インストール要求を受け付けまし
た。」と表示されます。

実行
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17.専用アプリケーションでの電子証明書の
取得が完了すると、左図のように「電子
証明書をインストールしました。」と表示さ
れます。

18.[電子証明書取得完了]画面が表示さ
れると、電子証明書の取得は完了です。

19.専用アプリケーション「RA カスタムプラグイ
ン」を×ボタンで閉じます。

注意事項
• 電子証明書の有効期限は、取得してから 1年間です。
• 電子証明書の有効期限は、次の方法で通知されます。
①ログオン時のお知らせ表示による通知 
有効期限の 30 日前から有効期限が切れるまで、本システムへのログオン時に[電子証明書
更新のお知らせ]画面が表示されます。 
②メールによる通知
電子証明書の有効期限の 30日前および 10日前に、メールで有効期限が通知されます。
長期間ログオンしていない管理者も、メールによる通知で有効期限を知ることができます。
なお、メール通知のタイミングが本システムのサービス提供時間外の場合、メールの到着が遅れ
ることがあります。本システムのサービス提供時間については、ゆうちょ銀行Webサイトをご確認
ください。

• 更新方法は、詳細版操作説明書をご確認ください。
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参考 RA カスタムプラグインの実行準備

電子証明書の取得には、RA カスタムプラグインの実行が必要です。ネットワークの環境やパソコン
の設定によって RA カスタムプラグインのダウンロードが制限されている場合は、ファイアウォール機
能を一時停止するか、ネットワーク管理者に問い合わせてください。
また、RA カスタムプラグインの実行の際は、次のシステム要件を満たしているか確認してください。 

 .NET Framework 4.7 以降が導入されていること。 

.NET Framework のバージョン確認する手順について、説明します。 

1. デスクトップの左下の [スタート]アイコン
（Windows ロゴ）を押します。 

2. [Windows PowerShell]ー
[Windows PowerShell]を右クリッ
クして、[管理者として実行する]を押しま
す。 

3. [ユーザアカウント制御]画面が表示され
た場合は、[はい]を押します。 

必要に応じて実施！
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4. [Windows PowerShell]画面が表示
されましたら、[.NET Framework バ
ージョン確認]コマンドを入力して、Enter
キーを押します。 

[.NET Framework バージョン確認]コマンド：

(Get-ItemProperty "HKLM:SOFTWARE\Microsoft\NET Framework Setup\NDP\v4\Full").Release 

5. [.NET Framework バージョン確認]
コマンド実行完了後に、6桁の[リリース
番号]が表示されます。6桁の[リリース
番号]が左記表のリリース番号以上であ
ることを確認してください。 
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1.4 利用者の開通確認をする

開通確認では、次の作業をします。 

● 本システムへのログオン 

● 利用者暗証番号の変更

● 利用者確認暗証番号の登録

● 利用者の E メールアドレスの登録 
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開通確認をする手順について、説明します。 
1. ゆうちょ銀行のWeb サイトで、 

「ホーム ＞ 法人のお客さま」のページを
表示し、 

ボタンを押します。

[複数の電子証明書が取得されている場合] 

2. 本システムの[利用者ログオン]画面で、
管理者から通知された利用者暗証番号
を入力して、 ボタンを押し
ます。 

メモ 

１台のパソコンに複数の電子証明書が取得され
ている場合、[証明書の選択]画面が表示されま
す。契約法人 ID および該当の利用者 ID が表
示されている電子証明書を選択して、[OK]ボタ
ンを押してください。表示される画面は、OS のバ
ージョンによって異なります。 

利用者ログオン
（電子証明書）

ログオン
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3. [利用者開通確認]画面で、次の項目を
設定して、 ボタンを押しま
す。 
①現在の利用者暗証番号

管理者から通知された利用者暗証
番号を入力します。

②新しい利用者暗証番号
これから使用する利用者暗証番号を
入力します。

③利用者確認暗証番号
利用者確認暗証番号を入力します。

④新しい利用者 E メールアドレス 
現在の利用者 E メールアドレスに E
メールアドレスが表示されていない場
合、または表示されている E メールア
ドレスを変更する場合は、新しい利用
者 E メールアドレスを入力します。

メモ 

暗証番号は第三者に推測されないよう、10 桁
以上の英大文字・英小文字・数字・記号の組み
合わせによる設定をおすすめします。        
英字：a～z、A～Z    数字：0～9

記号：- { } / ` : . , # < * % @( ) + ; > = ? _ 

次へ

①

②

③

④
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4. [利用者ステータス]画面が表示される
と、開通確認は完了です。
設定した内容が正しく反映されていること
を確認してください。 


